
 

管内報道機関との定例懇談会（５月） 
 

日時：令和７年５月８日（木）14 時 00 分 

場所：久慈地区合同庁舎６階大会議室 

 

次     第 

 

１ 開会 

 

２ 資料説明 

 

３ 懇談 

 

４ 閉会 

 

（進行：副局長兼経営企画部長） 

 

※ 次回の開催予定 

日時：令和７年６月５日（木）13時 30 分 

場所：久慈地区合同庁舎６階大会議室 
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企画推進課長兼
復興推進課長

○ 〇

○
副局長兼
経営企画部長

○ 〇

〇

○ 局長 ○

〇

産業振興室長 ○ 〇

土木部長 ○ 〇

農政部長 ○

二戸高等技術
専門校長

○

座席表

事
務
局 報

道
機
関

入
口

参加予定報道機関
・岩手日報社久慈支局
・デーリー東北久慈市局
・陸中魁新聞社
・NHK久慈報道室
・河北新報社
・ダナスプランニング



管内報道機関との定例懇談会（５月）説明項目 

 項目 担当部 ポイント ページ 

１ 

安定的な雇用の確

保等に関する要請

活動の実施につい

て 

経 営 企 画 部 

「新規学卒者の採用枠の確保」や「働き

やすい職場環境づくり」等についての管内

企業の積極的な取組を促すため、関係機関

と連携し、商工団体及び企業に対する要請

活動を行いますので、お知らせします。 

５～９ 

２ 

「津波防災教育講

座」を開催しま

す！ 

～県北地域の防災

力向上を目指して

～ 

土 木 部 

県北地域の子供たちの津波に対する知

識と防災力の向上、東日本大震災津波の事

実・教訓の伝承を目的に、防災教育の一環

として津波防災教育講座（施設見学等）を

継続的に実施しており、今年度は受講希望

のあった７校を対象に開催する予定です

ので、お知らせします。 

11～12 

３ 

令和６年度修了生

の資格取得状況に

ついて 

二戸高等技術 
専 門 校 

この春の本校修了生の資格取得状況を

とりまとめましたので、お知らせします。 
13～15 

 

【その他配付資料】 

○ 月間行事予定表（令和７年５月～６月前半） 
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報道機関懇談会資料（2025/5/8） 県北広域振興局 

説明項目１ 
安定的な雇用の確保等に関する要請活動の実施について 

（経営企画部）  

 

 

 

 

 
 

１ 日程 

 令和７年６月５日（木） 

９：30～９：55 野田村商工会 

10：30～10：55 普代商工会 

14：20～14：45 洋野町商工会 

 令和７年６月６日（金） 

13：30～13：55 久慈商工会議所（取材対応可） 

14：10～14：35 ㈱ファーマ・ラボ 

15：10～15：35 ㈱十文字チキンカンパニ―久慈工場 

※ 取材いただける場合は、13 時 30 分から 13時 55 分までの時間に要請活動を行う、「久

慈商工会議所」で行っていただきますようお願いします。 
 

２ 要請者（予定） 

 各市町村長、県北広域振興局長、久慈公共職業安定所長及び岩手県高等学校長協

会久慈支会 
 

３ 要請内容（予定） 

(１) 人への投資 

(２) 安定的な雇用の確保 

(３) 地元就職、U・Iターンの促進 

(４) 若者や女性に魅力ある雇用・労働環境の構築 

 ア 働き方改革に向けた取り組みの推進 

 イ 女性の活躍促進に向けた雇用環境の確保 

(５) 多様な人材の雇用の場の確保 

※ 詳細については、別添実施要領を参照願います。 

 

【概要】 

県北広域振興局では「新規学卒者の採用枠の確保」や「働きやすい職場環境づく

り」等についての管内企業の積極的な取組を促すため、関係機関と連携し、商工団

体及び企業に対する要請活動を行いますので、当日の取材をお願いします。 

担当：経営企画部産業振興室長 鈴木 電話：0194-66-9671 内線 315 

【参考：昨年度の状況】 

令和６年７月８日及び９日に、各市町村の商

工会議所・商工会及び管内企業（(有)宇部煎餅

店、宮城建設㈱）に対し要請を実施。 

久慈商工会議所への要請の様子 
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安定的な雇用の確保等に関する関係団体への要請活動実施要領 

 

１ 趣旨 

企業を取り巻く経営環境は、エネルギーや資材価格等の上昇の影響が続き、適正な価格転嫁が十分に進んでいな

い状況において、人材確保のための防衛的な賃上げを余儀なくされるほか、米国の相互関税措置により、世界経済

全体の不確実性が大きく高まるなど、厳しい状況が続いている。そのような状況下、「いわてで働こう推進協議会」

の会員団体・企業の皆様の御協力のもと、若者の県内就業や、産業集積の推進に官民一体となって取り組んでいる

ところ。 

 今後、地域経済を持続的に発展させていくためには、将来を切り拓く大きな可能性を持つ若者や女性が暮らしや

すい・働きやすい「選ばれる岩手」の実現に向けた取組を皆様とともに一層推進していく必要があること。 

また、生産性向上とともに労務費の価格転嫁等を通じて賃上げの原資を確保し、物価上昇に負けない賃上げを通

じて経済の好循環を実現していくことが求められている。 

このような状況を踏まえ、次に掲げる項目について、会員団体・企業の御理解を促していただくよう、特段の配

慮をお願いするものであり、この認識を管内の企業経営者と共有し、企業側の積極的な取組を促すため、関係機関

と連携して、商工団体及び企業に対して要請を行うものである。 

 

２ 要請内容 

(１) 賃金の引上げ 

労務費への価格転嫁が円滑に行われることと併せ、デジタル技術の活用や多様な働き方の促進により生産性の

向上を図りつつ、国の業務改善助成金や、中小企業者等賃上げ環境整備支援事業費補助金、岩手県物価高騰対策

賃上げ支援金など県の支援策を活用し、環境整備や賃上げの実現に向けた検討をいただくこと。また、キャリア

アップ助成金の活用などにより、年収の壁を意識せず働くことのできる環境整備を行うとともに、非正規雇用労

働者の正社員転換や同一労働同一賃金の徹底をはじめとした待遇改善に努めること。 

 

(２) 安定的な雇用の確保、人への投資 

エネルギーや資材価格の上昇等の影響を大きく受けている地域経済の回復や震災からの復興、人口減少対策に

とつて、雇用の維持・確保は極めて重要であるという認識のもと、安定的な雇用の確保に努めていただくととも

に、経済と社会の原動力となる「人への投資」が重要であることから、時代のニーズに即したスキル習得に向け、

人材開発支援助成金の活用などにより、能力開発機会の確保・充実等、労働者に対するリスキリングの推進に努

めること。 

(３) 地元就業、U・Ｉターンの促進 

岩手の未来を担う若者を育成するという認識のもと、企業の採用力向上のための勉強会等、県内就職の取組へ

の参加をはじめ、インターンシップの積極的な実施、早期の求人票の提出やオンラインの活用などによる新規学

卒者に対する会社側からの十分な説明機会の確保、適正な採用選考活動を通じて、引き続き新規学卒者の積極的

な採用に努めること。 

 

(４) 若者や女性に魅力ある雇用・労働環境の構築 

ア 働き方改革に向けた取組の推進 

仕事と生活の調和や生産性の向上を推進することは、地域の社会経済の維持、発展にも資するという認識の

もと、各職場において、長時間労働の是正や労働基準関係法令等に定める休暇制度の周知、休暇の取得促進、

不妊治療等と仕事の両立支援の取組促進、福利厚生の充実など、労働環境の改善に向けた積極的な取組に努め

ること。 

イ 女性の活躍促進に向けた雇用環境の確保 

女性が、自らの意思によって職業生活を営み、その個性と能力が十分に発揮されることが一層重要であると

の認識のもと、豊かで活力のある社会の実現に向け、働くことを希望する女性が、その希望に応じた働き方を
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実現できるよう、性別による固定的な役割分担意識の解消に取り組むとともに、性別によらない採用・登用、

共働き・共育てを可能にするライフスタイルに応じた柔軟な働き方の導入など、雇用環境の整備に努めること。 

(５) 多様な人材の雇用の場の確保 

   若者、女性、高齢者、障がい者、外国人等働く意欲のある全ての方が、その能力を生かして希望する仕事に就

き、地域において自立して生活していける社会を実現するという認識のもと、多様な人材の雇用の場の確保と労

働環境の整備に努めること。また、就職氷河期世代の安定就労の実現に向けては、令和７年度から「当該世代を

含む不安定な就労を繰り返し就職に支援が必要な中高年世代」まで国が支援対象を拡大したことを踏まえ、積極

的な取組に努めること。 

加えて、令和８年７月から障がい者の法定雇用率が引き上げられることを踏まえ、障がい者の能力に応じた業

務の選定、短時間勤務・在宅勤務等の普及をはじめ、障がい者雇用の理解を一層促進し、多様な雇用の場の確保

に努めること。 

 

３ 要請先（計６団体） 

(１) 管内商工団体 

久慈商工会議所、洋野町商工会、野田村商工会及び普代商工会 

 (２) 久慈市内の事業所 

ア ㈱十文字チキンカンパニ―久慈工場 代表取締役社長 十文字 保雄 

（業種：畜産食料品製造業 所在地：久慈市小久慈町第63地割16-1） 

イ ㈱ファーマ・ラボ 代表取締役社長 木村 初実 

  （業種：小売業 所在地：久慈市十八日町1-21） 

 

４ 日程 

 ・ 令和７年６月５日（木） 野田村商工会（９：30～9：55） 

               普代商工会（10：30～10：55） 

               洋野町商工会（14:20～14:45） 

 ・  同  ６月６日（金） 久慈商工会議所（13：30～13：55） 

               ㈱ファーマ・ラボ（14:10～14:35） 

               ㈱十文字チキンカンパニ―久慈工場（15:10～15:35） 

 

５ 要請者及び訪問者 

 (１) 管内各市町村 

(２) 県北広域振興局 

(３) 久慈公共職業安定所 

(４) 岩手県高等学校長協会久慈支会 

要請先 岩手県 市町村 久慈公共職業安定所 岩手県高等学校長協会久慈支会 

久慈商工会議所、企業 局長 久慈市長 所長 久慈翔北高等学校長 

洋野町商工会 局長 洋野町長 所長 種市高等学校長、大野高等学校長 

野田村商工会 局長 野田村長 所長 久慈翔北高等学校長 

普代商工会 局長 普代村長 所長 久慈翔北高等学校長 

 

６ その他 

  報道機関取材対応場所：久慈商工会議所 

  日 時：令和７年６月６日（金）13：30～13：55 

  対応者：久慈市長、県北広域振興局長、久慈公共職業安定所長、県立久慈翔北高等学校長 
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【参考（Ｒ６年度）】 
１ 要請日程 

・令和６年７月８日（月）野田村商工会（９：30～９：55） 
普代商工会（10：30～10：55） 

・  同 ７月９日（火）㈲宇部煎餅店（10：30～10：55） 
            久慈商工会議所（11：20～11：45） 
            宮城建設㈱（13：20～13：45） 
            洋野町商工会（16：15～16：40）（９：30～９：50） 

 ２ 報道機関取材対応場所 
久慈商工会議所 

  日 時：令和６年７月９日（火）11：20～11：45 
  対応者：久慈市長、県北広域振興局長、久慈公共職業安定所長、県立久慈東高等学校長 
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報道機関懇談会資料（2025/5/8） 県北広域振興局 

説明項目２ 
「津波防災教育講座」を開催します！ 

～県北地域の防災力向上を目指して～       （土木部）  

 

 

 

 

 

 

 

１ 開催日等 

番号 月日 施設見学/出前授業 学 校 名 人数（予定） 

１ 5/23 見学（久慈港防潮堤） 岩手県立久慈拓陽支援学校 １年生 6名 

２ 5/29 見学（久慈港防潮堤） 久慈市立久慈湊小学校 ５年生 27 名 

３ 6/10 出前授業 野田村立野田中学校 １年生 31 名 

４ 7/24 見学（野田水門） 洋野町立中野中学校 1・2・3 年生 25 名 

５ 8/28 見学（川尻川水門） 洋野町立種市小学校 ４年生 35 名 

６ 9/10 見学（久慈港防潮堤） 久慈市立大川目小学校 ５年生 10 名 

７ 11/26 出前授業 岩手県立久慈翔北高等学校 ２年生 122 名 

    （開始時刻は現在調整中） 

２ 対象 

  久慈管内４市町村の小学校、中学校及び高等学校 

 

３ 目的 

  津波防災施設の見学や出前授業を通して、震災当時の被災状況、津波時の防潮堤

の効果と限界、水門等の遠隔操作の仕組みについて学んでいただき、震災の事実・

教訓を伝承するとともに津波防災の知識を深め、防災力の向上を図ります。 

 

４ 内容 

  施設見学については、土木部職員等によるパネルを使用した津波防災の概要説明、

水門操作室及び陸閘等の施設見学を行います。 

  出前授業については、依頼先の学校において、土木部職員が津波防災の概要を説

明します。 

  なお、令和５年度から土木部職員に加えて、主に岩手県の土木技術職員の退職者

により構成される「いわて河川ボランティアクラブ」の協力を得て実施していま

す。 

【概要】 

県北広域振興局では、県北地域の子供たちの津波に対する知識と防災力の向上、

東日本震災津波の事実・教訓の伝承を目的に、防災教育の一環として津波防災教

育講座（施設見学等）を継続的に実施しています。今年度は受講希望のあった７

校を対象に開催する予定です。 
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５ その他 

  取材については、各校への確認が必要ですので、事前に担当まで御連絡願います。 

  津波防災教育講座は、平成 15 年から開催しており、令和６年度までに 178 回開

催、参加人数は令和５年度に累計 10,000 人を超え、10,774 人となっています。 

 

 

［参考] 写真は令和６年度の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出前授業（野田中学校）         パネルを使用した説明（川尻川水門） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

津波防災施設（野田水門）見学      久慈港陸閘手動操作 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

担当：土木部河川港湾課長 根城 

電話：0194-53-9689 内線 471 

-12-



 

 

報道懇談会資料（2025/5/8） 県北広域振興局 

説明項目３ 

 令和６年度修了生の資格取得状況 
（二級自動車整備士登録試験・技能証の交付・２級建築施工管理技
術検定試験） 

    （二戸高等技術専門校） 

  

 

 

１ 自動車システム科関係 

○ 二級自動車整備士登録試験「学科試験」で全員が全種類合格！ 

自動車整備技能登録試験「学科試験」において、本校の令和６年度修了生５

名全員が３種類の二級自動車整備士試験全てに合格しました。 

この修了生は、４月から新社会人として自動車ディーラーなどで働いており、

今後は、「一級自動車整備士」などの資格の取得を目指すこととなります。 

⑴ 試験日等 

ア 期   日：令和７年３月23日(日) 

イ 主催・場所：一般社団法人岩手県自動車整備振興会（矢巾町） 

ウ 合格発表：令和７年４月８日(火) 

⑵ 試験の種類 

「二級自動車整備士」は、次の３種類です。 

○ 二級ガソリン自動車： ガソリン自動車に関して一通りの整備（足回りや

エンジンの分解整備など三級整備士では行えない業

務）を行うことが可能。 

○ 二級ジーゼル自動車： ジーゼル自動車に関して一通りの整備（足回りや

エンジンの分解整備など三級整備士では行えない業

務）を行うことが可能。 

○ 二級自動車シャシ： 自動車のシャシ部分（自動車のボディやエンジンを

除いた箇所）の一般的な整備（足回りの分解整備な

ど三級整備士では行えない業務）を行うことが可能。 

⑶ 受験合格状況 

（単位：人、％） 

種 類 本校受験者数 本校合格者数 本校合格率 全国合格率 

二級ガソリン ５ ５ 100.0 86.2 

二級ジーゼル ５ ５ 100.0 94.3 

二級シャシ ５ ５ 100.0 94.8 

計 15 15 - - 

平 均 － － 100.0 91.8 

（全国合格率出典：（一社）日本自動車整備振興会連合会HPより） 
※ 本校修了生の合格率は、全国平均を8.2ポイント上回っています。 

⑷ 推移等 

全員が３種類の全てに合格したのは、令和５年度に続き10回目。 

【概要】 

この春修了した本校修了生の資格取得状況をとりまとめましたので、お知ら

せします。 
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⑸ 資格取得 

本校自動車システム科修了により、国土交通省の技能検定実技試験が免除さ

れます。 

また、当該登録試験合格により学科試験が免除され、国土交通省への申請に

より「自動車整備士」の資格を取得することができます。 

 

２ 建築科関係 

○ 技能五輪岩手県大会において技能証の交付率が80％の優秀な成績を挙げる！ 

   「技能五輪岩手県大会」において、参加した５名中４名に「技能証」が交付さ

れました。 

   この大会で一定基準以上の成績を収めたものに「技能証」が交付され、「二級

建築大工技能士」の実技試験が免除されます。 

   本校の修了生は、４月から県内外の建設会社、工務店で活躍しています。 

 ⑴ 技能五輪岩手県大会日程 

ア 期  日：令和７年２月５日(水) 

イ 場  所：二戸地域職業訓練センター 

⑵ 大会結果                       （単位：人、％） 

種 類 本校参加者数 
本校技能証被交

付者数 
本校交付率 

五輪・建築大工 ５ ４ 80.0 

⑶ 資格取得 

   技能証が交付された４名は、本校修了年度に実施された技能照査にも合格し

ているので、技能士補資格を得たうえ、二級建築大工技能士の学科試験が免除

されています。 

○ ２級建築施工管理技術検定試験（第一次検定）の合格率が75％！ 

   建築・電気工事施工管理技術検定試験「第一次検定（２級後期）」を、２年生

（当時）４名が受験し３名が合格しました。 

   この試験は、現場監督の試験であり、第一次検定の合格者には「施工管理技

士補」の資格が付与されます。 

⑴ 試験日等 

ア 期  日：令和６年11月24日(日) 

イ 場  所：岩手県立盛岡工業高校（盛岡市） 

ウ 合格発表：令和７年１月10日(金) 

⑵ 試験の種類 

  ア 第一次検定：「建築学等」、「施工管理法」、「法規」の学科試験 

          ⇒ 合格者：「施工管理技士補」の資格が付与 

  イ 第二次検定：建築、躯体、仕上げの種別に細分された技術検定 

          ⇒ 合格者：「施工管理技士」の資格が付与 

⑶ 受験合格状況 

（単位：人、％） 

種 類 本校受験者
数 

本校合格者
数 本校合格率 全国合格率 

第一次検定 ４ ３ 75.0 50.5 

（全国合格率出典：国土交通省 HPより） 
※ 本校修了生の合格率は、全国平均を24.5ポイント上回っています。 
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３ 在校生の状況 

  自動車システム科在校生16名（１年７名、２年９名）、建築科在校生６名（１年

１名、２年５名）は、これら先輩の後を継ぐべく、資格取得を目指して、学科・

実習に取り組んでいます。 

担当 

県立二戸高等技術専門校 

校長 千葉文彦、校長補佐 山崎達也 

電話：０１９５－２３－２２２７ 
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令和７年５月 行  事  予  定  表

日 曜 行　　　　　事 場所 会場 県出席者 担当課等
連絡先
（0194）

8 木
【定例】市日（３と８のつく日）
※要問い合わせ

久慈市 市日通り 久慈市観光交流課 52-2123

8
～
9

木
～
金

こはくの日 久慈市 久慈琥珀博物館 久慈琥珀博物館 59-3831

10
～
11

土
～
日

短角牛山上げツアー 久慈市 山形町内 久慈市役所山形総合支所 72-2111

11 日 平庭闘牛大会 久慈市 平庭闘牛場 久慈市役所山形総合支所 72-2111

13 火
【定例】市日（３と８のつく日）
※要問い合わせ

久慈市 市日通り 久慈市観光交流課 52-2123

18 日
【定例】市日（３と８のつく日）
※要問い合わせ

久慈市 市日通り 久慈市観光交流課 52-2123

23 金 津波防災教育講座（見学） 久慈市 久慈港防潮堤 土木部河川港湾課 53-9689

23 金
【定例】市日（３と８のつく日）
※要問い合わせ

久慈市 市日通り 久慈市観光交流課 52-2123

25 日 遠島山山開き 久慈市 遠島山 久慈市役所山形総合支所 72-2111

25 日 こはく博物館のキッズデー 久慈市 久慈琥珀博物館 久慈琥珀博物館 59-3831

25 日 ビーチヨガin普代浜園地キラウミ 普代村
普代浜園地
キラウミ南浜

普代村観光協会事務局 35-2115

26 月
令和７年度「木の仕事」体験講座（林業機械等操
作体験）

久慈市 (有)マルヒ製材ほか 林務部林業振興課 53-4984

28 水
【定例】市日（３と８のつく日）
※要問い合わせ

久慈市 市日通り 久慈市観光交流課 52-2123

29 木 津波防災教育講座（見学） 久慈市 久慈港防潮堤 土木部河川港湾課 53-9689

31 土 野田村プチよ市 野田村 リメンバーホープビレッジ「ねま～る」 野田村商工会 78-2012

令和７年６月前半

日 曜 行　　　　　事 場所 会場 県出席者 担当課等
連絡先
（0194）

3 火
【定例】市日（３と８のつく日）
※要問合せ

久慈市 市日通り 久慈市観光交流課 52-2123

6 金 第45回久慈地区乾しいたけ品評会 久慈市 久慈地区合同庁舎６階大会議室 ◎ 林務部林業振興課 53-4984

8 日
【定例】市日（３と８のつく日）
※要問合せ

久慈市 市日通り 久慈市観光交流課 52-2123

10 火 津波防災教育講座（出前授業） 野田村 野田村立野田中学校 土木部河川港湾課 53-9689

13 金
【定例】市日（３と８のつく日）
※要問合せ

久慈市 市日通り 久慈市観光交流課 52-2123

◎局長出席　　　☆副局長出席　　○部室長等出席

※2  県出席者について、諸般の事業により変更となる場合がありますので、随時確認くださいますようお願いします。

※１ イベント等について、天候等の影響で中止となる場合がございますので、随時開催状況を確認くださいますようお願いします。
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